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「Nucleotide analogue 製剤のサイトカイン誘
導を利用して B 型肝炎のドラッグフリーを
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緊急対策研究事業） 

「C 型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変
患者のアウトカムに関する研究開発」 
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八橋 弘・教授 日本医療研究開発機構 分担 日本医療研究開発機構研究費 

（肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服
緊急対策研究事業） 

「B 型肝炎ウイルス及びヒトゲノムの解析
に基づくクリニカルシーケンスに向けた研
究」 

八橋 弘・教授 国立病院機構 分担 国立病院機構共同臨床研究 

（NHO ネットワーク共同研究） 

「切除不能進行肝細胞癌のレンバチニブ治

療における支持療法としての HMB・L-アル

ギニン・L-グルタミン配合飲料とロコモ運動

の有用性についての非盲検ランダム化比較

試験」 

八橋 弘・教授 国立病院機構 分担 国立病院機構共同臨床研究 

（NHO ネットワーク共同研究） 

「B 型慢性肝疾患に対する核酸アナログ長

期投与例の課題克服および電子的臨床検査

情報収集(EDC)システムを用いた多施設大

規模データベースの構築」 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 厚生労働省の補助事業 

（友愛調査研究事業（HIV 感染血友病患者）） 

「エイズ発症予防に資するための血液製剤

による HIV 感染者の調査研究事業」 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

八橋 弘・教授 慢性肝疾患治療剤 2004 年 

8 月 31 日 

2011 年 

3 月 4 日 

特許第 4695366 号 

八橋 弘・教授 B 型慢性肝炎の検出方法及び検出キット 2012 年 

6 月 6 日 
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非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

八橋 弘・教授 教員（微生物学） 活水女子大学看護学部 

八橋 弘・教授 教員（ウイルス肝炎） 長崎大学消化器内科 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

八橋 弘・教授 (座談会/特集)【B型肝

炎の新たな展開-進化

を続ける基礎と臨床

-】B型肝炎の臨床を再

考する . 日野啓輔 , 

田中榮司, 田中靖人, 

八橋 弘. 

肝 ・ 胆 ・ 膵

78(6):1015-10

29. 

2019 B型肝炎の臨床に関する座談会をおこな

った。 

 


